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【要約】 

  国際調和及び効率的な農薬登録を意図した農作物のグループ化について，国内農業慣行

に従った作物残留試験をそれぞれ 6 圃場で行った。仁果類（りんご，日本なし，西洋なし），

うり科果菜類（すいか，メロン，きゅうり，かぼちゃ，しろうり）及び結球葉菜類（結球

レタス，キャベツ，はくさい）について農薬の作物グループ登録の可能性を検証した。そ

の結果，仁果類 3 作物については，概ねグループ登録の適用に問題が無いことを確認した。

又，露地栽培した場合の結球葉菜類 3 作物についても，概ねグループ登録の適用に問題が

無いことを確認した。しかしながら，施設栽培した場合の結球レタスの農薬残留濃度は，

露地栽培した場合の結球レタス，キャベツ，はくさいでの農薬残留濃度よりも高いため，

施設栽培した結球レタスを含めた結球葉菜類を登録上の作物グループとすることは困難と

判断した。さらに，マイナー作物である芽キャベツについても，その他のメジャーな結球

葉菜類 3 作物での農薬残留濃度よりも高いため，結球葉菜類として農薬を作物グループ登

録することは困難と判断した。すいかを除くうり科果菜類 4 作物についても，概ねグルー

プ登録の適用に問題が無いことを確認した。しかしながら，すいかの農薬残留濃度につい

ては，その他のうり科果菜類 4 作物での農薬残留濃度よりも低いため，すいかを含めたう

り科果菜類を登録上の作物グループとすることは困難と判断した。全体として，検証した

仁果類，うり科果菜類及び結球葉菜類の 3 群については，概ね想定したグループ登録の適

用に問題が無いことを確認したが，すいか，施設栽培結球レタス，芽キャベツについては，

グループ登録の適用が困難と判断した。 

  農薬登録のグループ化においては，その農薬がグループ内の作物に同様の施用条件（製

剤の希釈倍数，使用量，使用時期，使用回数など）で使用されることが前提条件となる。

すいか及びメロンに適用される茎葉散布剤の共通性を調査した結果では，すいか及びメロ

ンに適用がある農薬数がそれぞれ 88 製剤及び 92 製剤であり，両作物に適用がある農薬数

は 79製剤であった。共通適用製剤の内，49製剤は共通の施用条件で農薬登録されていたが，

30 製剤はすいかとメロンでの登録内容が相異していた。すいかとメロンでの登録内容が相

異していた 30 製剤の内，7 製剤については Codex 等で残留データ評価可能とされる範囲の

施用条件の相異（25%ルール 1)）であった。国際標準への整合性確保を意図した果実を対象

とした本調査においては，すいかとメロンの既登録茎葉散布剤の概ね半数近くの残留デー

タを取得した。尚，国内慣行に従って得られた本調査の残留データの最高値は，国際標準

である Codex 基準値よりも高い場合が散見された。従って，我が国での農薬使用に際して

は，薬剤の散布形式（剤型，散布量・方式，回数等），自然要因（各種気象要因，地形，地

質等）や作物の大きさなどの国内農業慣行に従った残留農薬データに基づく評価が必要と

考えられた。 

  果実を対象としたすいか及びメロンの作物残留性調査から，すいかでは 1 個当たりの平

均個体重量と果実残留濃度に相関性は認められなかったのに対し，メロンでは比較的検出

濃度の高い農薬で両者間の相関性が認められた。すいかにおいて平均重量と果実残留濃度



3 
 

の関係性が認められなかった要因としては，作物肥大の影響，栽培形態や果皮の形状の違

いにより，メロンに比べて低い残留傾向を示したことが原因として考えられた。この結果

から，すいかにおいては一般的に知られる農薬の残留傾向（平均重量と果実残留濃度が概

ね相関）と異なったため，他のうり科果菜類よりも低い残留傾向を示したものと推察した。 

  果実を対象とした農薬登録や残留基準の設定，並びに果肉を対象とした暴露量評価が可

能な残留データの取得については，最終的に当該事業により，すいかに適用のある茎葉散

布 88 剤の内，29 剤について果実に対する残留データを取得した。一方，メロンに適用のあ

る茎葉散布 92 剤については，当該事業により 32 剤の果実に対する残留データを取得した。

そして，本調査事業ならびに関連調査事業（調理加工試験）により，すいか及びメロンに

適用のある茎葉散布剤の概ね半数について，国内農業慣行に準じた果実としての残留デー

タを取得した。 
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【はじめに】 

  現在，我が国ではグループとしての残留基準設定の道が開かれており，マイナー作物を

主体とする幾つかの作物群を始め，豆類，麦類，かんきつなどで，グループ化された作物

名での登録が認められている。しかし，その他の作物についても，主要な作物を含めて同

様にグループ化が可能な作物群が存在する。海外では Codex において作物分類の設定作業

が進められるなど，作物群による農薬登録を推進する動きがある。このような状況下で，

作物グループ化に関する国際的な整合性を図りながら，我が国の作物群による農薬登録を

推進していくことは，農薬登録上の試験例数の低減に繋がり，ひいては病害虫や雑草防除

に必要な農薬登録数を確保していく上で極めて重要である。 

  平成 15 年に施行された改正農薬取締法による農薬の適用外使用に対する罰則の強化や，

平成 18 年に施行された改正食品衛生法によるポジティブリスト制度の導入に伴い，全国各

地の生産現場において，生産量の少ない地域特産作物（以下「マイナー作物」という。）に

使用可能な登録農薬数が少ないことが問題となった。このため，マイナー作物を含む作物

グループを策定し，当該作物グループでの農薬登録を進めてきた。しかしながら，既存の

作物グループだけでは登録農薬の少ないマイナー作物を十分に網羅できていないのが現状

である。 

  作物グループ単位での残留性評価においては，防除対象の病害虫や雑草が類似している

こと，農薬の処理方法が類似していること，グループ化された作物での残留性が類似して

いること，農作物の収穫物そのものの大きさや形態が類似していること，栽培形態や地理

的な生産地が類似していることなど，多岐の要因を考慮する必要がある。さらに，作物群

を代表する農作物の選定においては，比較的農薬の残留性が高いことが想定される農作物

を含むことや，生産量の多い主要な農産物を含むことなども考慮する必要がある。このよ

うな作物グループ単位での残留性評価の妥当性を検証するためには，可能な限り統一した

条件下で処理された複数農薬の主要な農作物における残留性調査結果が必要となる。 

  このような状況を踏まえ，より効率的な農薬登録を進めるためには，Codex や先進諸国内

で用いられる作物分類を参考とし，国際調和を図りながら，これまでの作物分類の考え方

を見直し新たな作物グループを策定する必要がある。しかしながら，新たな作物グループ

の妥当性を検証するために必要となる国内農業慣行に準じた作物残留データは，必ずしも

十分では無い。そこで，本事業では，我が国で新たに策定する作物分類における農薬登録

や残留基準の設定を行うための基礎として必要なデータを収集することを目的とした各種

残留調査を行った。さらに，残留傾向が相異したすいか及びメロンについては，分析対象

部位の国際標準への調和も意図し，果実に対する残留調査を可能な限り多数の農薬につい

て知見を得た。 
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【仁果類の作物グループ化に関する基礎調査】 

1. 試験概要 

  りんご，日本なし及び西洋なしの 3 作物に，各 6 圃場で 4 種農薬を 7 日間隔で 2 回混用

散布した後，最終散布 3, 7, 14 日後に収穫した試料を分析した。得られた残留値を用いて，

同一経過日数における，①残留値の振れ幅，②平均値と最高値による作物間比較，③残留

値の統計学的解析を行った。 

 

2. 試験圃場 

りんご： 青森，岩手，秋田，福島，山梨，長野 

日本なし： 福島，茨城，長野，石川，三重，高知 

西洋梨： 岩手，秋田，福島，山梨，長野，新潟 

 

3. 供試農薬及び処理条件 

アセタミプリド：モスピラン水溶剤，2000 倍 

ミクロブタニル：ラリー水和剤，2000 倍 

クロルフェナピル：コテツフロアブル，2000 倍 

ピリダベン：サンマイトフロアブル，1000 倍 

 

4. 結果及び考察 

  仁果類の同一経過日数における残留値間での残留値の振れ幅（最大値／最小値）は，最

大 5.6 倍（アセタミプリド，3 日後，西洋なし福島－岩手間）であった。仁果類における残

留値の振れ幅では，農薬処理後の経過日数や作物間での傾向は見受けられなかった。 

  各農薬の残留傾向，並びに 3 作物間での平均値及び最高値の振れ幅を総合すると，仁果

類 3 作物の総合的な残留傾向は，概ね「西洋なし≧日本なし≧りんご」の順であった。仁

果類 3 作物間での平均値の振れ幅は 1.2～1.7 倍，最高値の振れ幅は 1.3～2.1 倍であった。 

  仁果類 3 作物間の同一経過日数における残留値（3 作物各 6 圃場＝計 18 データ）の統計

学的解析結果を表 1 に示す。その結果，12 解析全てで有意差が認められなかったことから，

仁果類 3 作物（りんご，日本なし，西洋なし）の残留農薬分布は，同一分布と見なせる可

能性が高いことが示唆された。尚，仁果類グループとしての農薬の残留性評価に際しては，

りんごの生産量が最も多いことや，りんごの生産地が比較的寒冷地であること，日本なし

の収穫時期が比較的早いことなども考慮する必要がある。 

 

400～500L/10a，2 回 

茎葉散布（混用散布） 
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【うり科果菜類の作物グループ化に関する基礎調査】 

1. 試験概要 

すいか，メロン，きゅうり，かぼちゃ及びしろうりの 5 作物に，各 6 圃場で 3 種農薬を 7

日間隔で 3 回混用散布した後，最終散布 1, 3, 7 日後に収穫した試料を分析した。得られた

残留値を用いて，同一経過日数における，① 残留値の振れ幅，② 平均値と最高値による

作物間比較，③ 残留値の統計学的解析を行った。 

 

2. 試験圃場 

すいか，メロン，きゅうり： 茨城Ⅰ，茨城Ⅱ，高知Ⅰ，高知Ⅱ，宮崎Ⅰ，宮崎Ⅱ 

かぼちゃ，しろうり： 千葉Ⅰ，千葉Ⅱ，高知Ⅰ，高知Ⅱ，宮崎Ⅰ，宮崎Ⅱ 

 

3. 供試農薬及び処理条件 

アセタミプリド：モスピラン水溶剤，2000 倍 

ペンチオピラド：アフェットフロアブル，2000 倍 

ピリダベン：サンマイトフロアブル，1000 倍 

 

4. 結果及び考察 

  うり科果菜類の同一経過日数における残留値間での残留値の振れ幅（最大値／最小値）

は，最大 34 倍（ペンチオピラド，7 日後，きゅうり宮崎Ⅰ・Ⅱ－メロン高知Ⅱ間）であっ

た。農薬処理後の経過日数が長い方が，残留値の振れ幅は大きくなる傾向が見受けられた。 

  各農薬の残留傾向，並びに 5 作物間での平均値及び最高値の振れ幅を総合すると，うり

科果菜類 5 作物の総合的な残留傾向は，概ね「メロン≧しろうり≧きゅうり＝かぼちゃ＞

すいか」の順であった。そして，5 作物間での平均値の振れ幅は最大 7 倍以下（1.8～6.7 倍），

最高値の振れ幅は最大 6 倍以下（2.0～5.7 倍）であり，うり科果菜類 5 作物間での平均値及

び最高値の振れ幅は最大 6～7 倍程度であった。 

  うり科果菜類 5 作物間について，同一経過日数における残留値（5 作物各 6 圃場＝計 30

データ）を用いて統計学的解析を行った結果を表 2 及び表 3 に示す。その結果，9 解析中 8

例で有意差が認められたことから，うり科果菜類 5 作物（すいか，メロン，きゅうり，か

ぼちゃ，しろうり）の残留農薬分布を同一分布と見なすことは難しいことが示唆された。

残留値の最も低い「すいか」を除外した 4 作物間には，9 解析中 6 例で有意差が認められな

かったことから，「すいか」を除くうり科果菜類 4 作物（メロン，きゅうり，かぼちゃ，し

ろうり）の残留農薬分布は，同一分布と見なせる可能性が高いことが示唆された。 

200～300L/10a，3 回 

茎葉散布（混用散布） 
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【結球葉菜類の作物グループ化に関する基礎調査】 

1. 試験概要 

結球レタス，キャベツ及びはくさいの 3 作物に，各 6 圃場で 3 種農薬を 7 日間隔で 3 回混

用散布した後，最終散布 1, 3, 7 日後に収穫した試料を分析した。得られた残留値を用いて，

同一経過日数における，① 残留値の振れ幅，② 平均値と最高値による作物間比較，③ 残

留値の統計学的解析を行った。さらに，結球レタスについては，6 圃場で同様の残留性調査

も実施し，栽培形態の相異に関する知見も得た。又，芽キャベツについても 1 圃場で同様

の残留性調査も実施し，マイナー作物のグループ化に関する知見も得た。 

 

2. 試験圃場 

茨城，群馬，長野，三重，高知，宮崎（芽キャベツは宮崎のみ） 

 

3. 供試農薬及び処理条件 

ジノテフラン：スタークル粒剤（a.i. 1%），定植時植穴土壌混和 

アセタミプリド：モスピラン水溶剤（a.i. 20%），1000 倍 

アゾキシストロビン：アミスター20 フロアブル（a.i. 20%），1000 倍 

ペルメトリン：アディオン乳剤（a.i. 20%），2000 倍 

 

4. 結果及び考察 

4.1. 露地栽培した結球レタス，キャベツ及びはくさいのグループ化について 

  結球葉菜類の同一経過日数における残留値間での残留値の振れ幅（最大値／最小値）は，

最大 150 倍（アゾキシストロビン，3 日後，キャベツ岩手－結球レタス群馬間）であった。

定植時植穴土壌混和処理したジノテフランの残留値は，他の 3 種茎葉散布剤の値よりも低

濃度であった。 

  各農薬の残留傾向，並びに 3 作物間での平均値及び最高値の振れ幅を総合すると，結球

葉菜類 3 作物の総合的な残留傾向は，概ね「結球レタス≧はくさい＞キャベツ」の順であ

った。結球葉菜類 3 作物間での平均値の振れ幅は 4～6 倍であり，最高値の振れ幅は 5～7

倍であった。 

  結球葉菜類 3 作物間について，同一経過日数における残留値（3 作物各 6 圃場＝計 18 デ

ータ）を用いて統計学的解析を行った結果を表 4 に示す。その結果，全 12 解析中 9 例で有

意差が認められなかったことから，結球葉菜類 3 作物（結球レタス，キャベツ，はくさい）

の残留農薬分布は，同一分布と見なせる可能性が高いことが示唆された。 

 

4.2. 施設栽培した結球レタスの結球葉菜類としてのグループ化について 

  結球葉菜類 3 作物間においては，結球レタスの主要な栽培形態である施設栽培 2)（約 25%）

についても，露地栽培と同様の試験設計で作物残留試験を追加実施した。露地栽培レタス

  200L/10a 

  3 回 

  茎葉散布 

（混用散布）
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と施設栽培レタス各 6 圃場における 4 種農薬別の残留傾向を図 1 に示す。この図から，圃

場別の残留データでは確認できなかった各農薬の減衰傾向が，6 圃場の平均残留濃度として

確認された。結球レタスの残留濃度は，全体的に露地栽培より施設栽培の方が高濃度とな

る傾向が伺えたが，統計学的に栽培形態が異なる残留データ間に有意差が確認できたのは

定植時植穴処理（処理後経過日数 48～76 日後）されたジノテフランのみであり，茎葉散布

したその他 3 剤（1～7 日後）では栽培形態が異なる残留データ間に有意差は無かった。供

試 4 農薬の内，最も水溶解度の高いジノテフラン（39.8 g/L）の残留値は，施設栽培された

レタス試料中での残留値が，露地栽培試料中での残留値よりも明らかに高かった。一方，

供試 4 農薬の内，最も水溶解度が低いペルメトリン（6×10-3 mg/L）の残留値は，栽培形態

の異なる試料中の残留濃度はほぼ同等であった。そして，各農薬の圃場間の変動は，露地

栽培より施設栽培の方が小さかった。これらの結果には，施設栽培における降雨や太陽光

による農薬の分解・損失の抑制や，農薬の物理的化学的特性，農薬の処理方法や処理後経

過日数などの多岐の要因が影響しているものと推察された。 

  そして，結球レタスの残留データを施設栽培での値とした場合には，全 12 解析中 11 例で

有意差が認められた（表 5）。又，結球レタスの残留データを露地栽培及び施設栽培での値

（n=12）とした場合においても，全 12 解析中 9 例で有意差が認められた（表 6）。従って，

施設栽培された結球レタスを含めた場合には，結球葉菜類 3 作物の残留農薬分布を同一分

布と見なすことは難しいことが示唆された。 

 

4.3. 芽キャベツの結球葉菜類としてのグループ化について 

  芽キャベツについては 1 圃場（宮崎）のみでの残留性調査であるが，その残留濃度は結

球レタス，はくさい及びキャベツよりも高かった。この要因としては，他の 3 種結球葉菜

類と比較して芽キャベツの試料重量が著しく軽いことや，他の 3 種結球葉菜類が地表面に

おいて 1 個体単位で生育するのに対して，芽キャベツは 1 個体の草本に複数個がなるなど

の相違点が影響しているものと推察された。そして，宮崎圃場での残留データについて芽

キャベツ，結球レタス，はくさい及びキャベツの 4 作物を統計解析した結果は，4 解析中 3

例で有意差が認められた（表 7）。従って，施設栽培された結球レタスを含めた場合には，

結球葉菜類 4 作物の残留農薬分布を同一分布と見なすことは難しいことが示唆された。こ

の知見から，他のメジャー作物と大きく形状や栽培形態が異なるマイナー作物のグループ

登録の可否を判断するためには，実際の残留データを確認する必要性があると考えられた。 
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【果実を対象としたすいか及びメロンの作物残留性調査】 

1. 試験概要 

  前述のグループ化調査において，農薬の残留濃度が他のうり科果菜類よりも低くグルー

プ化が難しいと判断されたすいか，及びうり科果菜類の代表作物として問題無いと判断さ

れたメロンについて，両作物で残留濃度に差が生じる要因を，さらに多数の農薬について

両作物での残留性を調査した。両作物については，国内現行規定では果肉のみを安全性評

価の対象部位としている為，果実全体を評価対象とする国際標準と整合を図る必要があり，

残留データの国際調和が課題である。そのため，果実を対象とした農薬登録や残留基準の

設定，並びに果肉を対象とした暴露量評価が可能な残留データの取得も調査目的とした。

具体的な試験条件の相違点は，前述のグループ化調査では可能な範囲で統一して供試製剤

を施用（散布回数及び使用時期）したのに対し，本調査においては各製剤の登録使用条件

における最大投下量（最大回数，最短経過日数）を処理した点である。 

 

2. 試験圃場 

すいか，メロン： 茨城，高知，宮崎（各作物 3 圃場） 

 

3. 供試農薬及び処理条件 

各農薬個別の登録要件に従って農薬を散布し，2 年間ですいか 30 種類，メロン 32 種類の農

薬について残留データを得た（表 8，表 9）。 

 

4. 結果及び考察 

4.1. すいか及びメロンの作物残留性調査 

  果肉試料で検出された農薬は，すいかで 30 種のうち 10 農薬，メロンで 32 種のうち 6 農

薬であったが，それらの検出濃度は低濃度であり，現行の国内残留基準値を超過したもの

はなかった。一方，果実全体を分析対象とした当該調査における残留濃度と，Codex 基準値

との比較では，一部農薬の残留濃度は Codex 基準値を超過していた。このことから，残留

農薬基準値の国際調和については，国内と海外での農薬の使用方法等の農業慣行の相異に

も配慮する必要性が示唆された。 

  果肉と果皮の部位別の残留農薬は，果肉には殆ど残留せず，その殆どが果皮に分布して

おり，その分布傾向は両作物で共通であった。果肉試料で農薬が検出される場合の要因と

しては，植物体への浸透移行，果肉と果皮に分ける際の移行等が考えられた。又，縮分操

作により得られた縮分試料の一方を果実として分析した場合と，他方を果肉と果皮に分別

分析して算出した果実としての計算値との比較調査により，すいか及びメロンについては，

縮分操作や部位別分析が残留濃度の測定結果に著しい影響を与えないことを確認した。 

  各農薬の経過日数に伴う果実の残留濃度の挙動は，3 圃場でほぼ同じ挙動を示し，圃場間

の差は殆ど認められなかった。 
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  果実試料の残留濃度は，メロンの方がすいかより高い傾向であることが，改めて確認さ

れた。この要因として，農薬処理期間中の作物肥大の影響がすいかの方がメロンより大き

いこと，さらに栽培形態（すいか：地ばい栽培，メロン：立体栽培）や果皮の形状の違い

によるものと考えられた。両作物の果実残留濃度は，圃場間で違いが見られたが，経過日

数に伴う濃度推移は 3 圃場で概ね同様の傾向を示し，圃場間の違いはほとんど見られなか

った。この要因として 3 圃場とも均一に農薬散布が実施され，施設栽培の保護効果（揮散，

加水分解，光分解，降雨による流亡等の抑制）が関与したためと考えられた。又，各農薬

の挙動には，減衰傾向を示す場合と一定濃度で推移する場合が見られ，農薬によって挙動

が異なった。この要因として農薬の物理的化学的性質（分解，飛散，蒸発等）が関与した

ためと考えられた。 

  両作物で共通する 18 農薬の果実残留値について統計学的解析（Mann-Whitney U 検定）を

実施した。すいか果実中の残留濃度分布は，メロン果実中の残留濃度分布に比較して低く

なる傾向が認められ，両作物における残留濃度分布を同一分布と見なすことは難しいこと

が示唆された。 

 

4.2. 平均個体重量と果実残留濃度の相関性 

  両作物の 1 個当たりの平均重量と果実残留濃度の関係を解析した結果は，すいかでは両

者間の相関性は認められなかった（R2：0.0196～0.402）のに対し，メロンでは比較的検出濃

度の高い農薬で両者間の相関性が認められた（R2：0.139～0.872）。すいかにおいて平均重量

と果実残留濃度の関係性が認められなかった要因としては，作物肥大の影響，栽培形態や

果皮の形状の違いにより，メロンに比べて低い残留傾向を示したことが原因として考えら

れた。そして，すいかにおいて平均重量と果実残留濃度の関係性が悪いことが，すいかに

おける残留農薬濃度が他のうり科果菜類よりも低くなる一因と推察した。 

 

4.3. すいか及びメロン適用農薬製剤の共通性調査 

  農薬登録のグループ化においては，その農薬がグループ内の作物に同様の施用条件（製

剤の希釈倍数，使用量，使用時期，使用回数など）で使用されることが前提条件となる。

すいか及びメロンに適用される茎葉散布剤の共通性を調査した結果を図 2 に示す。すいか

及びメロンに適用がある農薬数は，それぞれ 88 製剤及び 92 製剤であった。両作物に適用

がある農薬数は 79 製剤であり，その内，49 製剤は共通の施用条件で農薬登録されていた（表 

10）が，30 製剤はすいかとメロンでの登録内容が相異していた（表 11）。すいかとメロン

での登録内容が相異していた 30 製剤の内，7 製剤については Codex 等で残留データ評価可

能とされる範囲の施用条件の相異（25%ルール 1)）であったが，残り 23 製剤については両

作物での登録内容が大きく相異していた。両作物での登録内容が大きく相異していた 23 製

剤の内分けは，希釈倍率が異なる場合が 5 剤，使用時期が異なる場合が 8 剤，使用回数が

異なる場合が 5 剤，その他，剤型そのものや複数項目が異なる場合が 5 剤であった。そし
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て，すいかには適用があるがメロンには適用の無い農薬製剤が 9 剤あり（表 12），逆に，

メロンには適用があるがすいかには適用の無い農薬製剤が 13 剤であった（表 13）。 

  最終的に当該事業においては，すいかに適用のある 88 製剤の内，29 製剤について果実で

の残留データを取得した（図 3）。これに別調査事業（調理加工試験）で得られた残留デー

タを加えると，計 41 製剤についてすいかの果実に対する残留データを取得した。一方，メ

ロンに適用のある 92 製剤については，当該事業において 32 製剤の果実での残留データを

取得し，これに別調査事業（調理加工試験）で得られた残留データを加えると計 45 製剤に

ついてメロンの果実に対する残留データを取得した（図 4）。本調査事業ならびに関連調査

事業により，すいか及びメロンに適用のある茎葉散布剤の概ね半数について，国内農業慣

行に準じた果実としての残留データを入手した。しかしながら，国内残留基準を国際調和

させるためには，引き続き，果実としての残留データを確認する必要がある。その際，未

調査農薬製剤については，登録内容が他の農薬製剤と異なるため混用散布が難しいもの（使

用時期が収穫時期から離れている場合など），他の農薬成分と同時分析が困難なため（蒸留

法，抽出溶媒が特殊，誘導体化が必要など），各農薬製剤ごとに必要な分析試料量を確保し

なくてはならないものが多数含まれることに留意する必要がある。 
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【図】 

 

 

図 1. 露地栽培レタス（×）と施設栽培レタス（○）各 6 圃場におけるアセタミプリド（A）， 

    アゾキシストロビン（B），ジノテフラン（C）及びペルメトリン（D）の残留傾向 

    実線及び破線の回帰直線は，それぞれ露地栽培及び施設栽培レタス 6 圃場の平均値 

 

図 2. すいかとメロンに適用のある農薬製剤の共通性調査 

 共通農薬：すいかとメロンの両方に適用がある農薬製剤 
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図 3. すいかに適用のある茎葉散布剤における果実残留データの取得状況 

 

 

 

図 4. メロンに適用のある茎葉散布剤における果実残留データの取得状況 
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【表】 

表 1. 仁果類 3 作物間での残留値の統計学的有意差 

  採取時点  

 1 回目 2 回目 3 回目 

アセタミプリド －（0.41） －（0.58） －（0.27） 

ミクロブタニル －（2.26） －（4.60） －（2.03） 

クロルフェナピル －（1.86） －（0.99） －（0.18） 

ピリダベン －（1.70） －（1.18） －（1.27） 

りんご，日本なし，西洋なし（各 n=6） 

Kruskal-Wallis 法での検定結果（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 5.99）。 

－：有意差無 

 

表 2. うり科果菜類 5 作物間での残留値の統計学的有意差 

  採取時点  

 1 回目 2 回目 3 回目 

アセタミプリド **（17.6） *（12.2） *（9.65） 

ペンチオピラド *（13.0） **（14.9） **（21.2） 

ピリダベン *（11.2） －（5.28） *（11.7） 

すいか，メロン，きゅうり，かぼちゃ，しろうり（各 n=6） 

Kruskal-Wallis 法での検定結果（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 9.49, X2

0.01 = 13.3）。 

－：有意差無,  * 危険率 5%で有意差有， ** 危険率 1%で有意差有 

 

表 3. すいかを除くうり科果菜類 4 作物間での残留値の統計学的有意差 

  採取時点  

 1 回目 2 回目 3 回目 

アセタミプリド －（7.01） －（3.89） －（3.81） 

ペンチオピラド －（4.93） *（8.40） **（15.6） 

ピリダベン －（4.97） －（2.56） *（10.7） 

メロン，きゅうり，かぼちゃ，しろうり（各 n=6） 

Kruskal-Wallis 法での検定結果（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 7.81, X2

0.01 = 11.3）。 

－：有意差無,  * 危険率 5%で有意差有， ** 危険率 1%で有意差有 
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表 4. 結球葉菜類 3 作物群間での残留値の統計学的有意差‐I 

  採取時点  

 1 回目 2 回目 3 回目 

ジノテフラン *（6.87） *（9.15） －（4.97） 

アセタミプリド －（1.42） －（5.92） －（2.17） 

アゾキシストロビン －（1.06） －（4.59） －（3.01） 

ペルメトリン －（2.13） *（8.41） －（3.17） 

結球レタス（露地 n=6），キャベツ（露地 n=6），はくさい（露地 n=6） 

Kruskal-Wallis 法での検定結果（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 5.99, X2

0.01 = 9.21）。 

－：有意差無,  * 危険率 5%で有意差有， ** 危険率 1%で有意差有 

 

表 5. 結球葉菜類 3 作物群間での残留値の統計学的有意差‐II 

  採取時点  

 1 回目 2 回目 3 回目 

ジノテフラン **（11.6） **（11.7） **（11.8） 

アセタミプリド **（9.56） **（9.21） *（6.18） 

アゾキシストロビン *（9.17） *（7.06） *（8.49） 

ペルメトリン *（8.40） *（7.97） －（3.59） 

結球レタス（施設 n=6），キャベツ（露地 n=6），はくさい（露地 n=6） 

Kruskal-Wallis 法での検定結果（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 5.99, X2

0.01 = 9.21）。 

－：有意差無,  * 危険率 5%で有意差有， ** 危険率 1%で有意差有 

 

表 6. 結球葉菜類 3 作物群間での残留値の統計学的有意差‐III 

  採取時点  

 1 回目 2 回目 3 回目 

ジノテフラン **（13.6） **（15.5） **（11.9） 

アセタミプリド *（6.54） **（9.51） －（5.78） 

アゾキシストロビン *（6.17） *（7.88） *（7.74） 

ペルメトリン －（5.79） *（9.15） －（4.30） 

結球レタス（露地 n=6，施設 n=6），キャベツ（露地 n=6），はくさい（露地 n=6） 

Kruskal-Wallis 法での検定結果（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 5.99, X2

0.01 = 9.21）。 

－：有意差無,  * 危険率 5%で有意差有， ** 危険率 1%で有意差有 
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表 7. 芽キャベツを含めた結球葉菜類 4 作物群間での残留値の統計学的有意差 

 全採取時点 

ジノテフラン *（10.9） 

アセタミプリド *（8.95） 

アゾキシストロビン －（5.65） 

ペルメトリン *（8.44） 

宮崎圃場で露地栽培した値に対する Kruskal-Wallis 法での検定結果 

（KW 値，臨界値 X2
0.05 = 7.81, X2

0.01 = 11.3）。 

－：有意差無,  * 危険率 5%で有意差有， ** 危険率 1%で有意差有 

 

表 8. 果実を対象としたすいかの作物残留性調査リスト 

一般名 農薬会社 農薬名 濃度
使用
方法

希釈倍数
使用量

使用
時期

使用
回数

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ CBC ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 3.0% 散布 1000倍 収穫前日 5回
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 協友ｱｸﾞﾘ ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10.0% 散布 2000倍 収穫前日 2回
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 44.2% 散布 2000倍 収穫前日 3回
ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 日本農薬 ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10.0% 散布 2000倍 収穫前日 2回
ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 石原産業 ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 9.4% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 日産化学工業 ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 散布 2000倍 収穫前日 1回
ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 日本曹達 ﾊﾟﾝﾁｮTF顆粒水和剤 3.40% 散布 1360倍 収穫前日 2回
ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 大塚ｱｸﾞﾘ ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 散布 1000倍 収穫前日 2回
ｼﾓｷｻﾆﾙ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 散布 2500倍 収穫前日 3回
ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ ﾀﾞｳｹﾐｶﾙ ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 25.0% 散布 5000倍 収穫前日 2回
ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾁｪｽ顆粒水和剤 50.0% 散布 5000倍 収穫3日前 4回
ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｼｸﾞﾅﾑWDG 6.7% 散布 1500倍 収穫前日 3回
ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 22.5% 散布 2500倍 収穫前日 3回
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 住友化学 ﾛﾃﾞｨｰ乳剤 10.0% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｶﾝﾀｽﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 50.0% 散布 1000倍 収穫前日 3回

ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 大塚ｱｸﾞﾘ ｵﾘｵﾝ水和剤 40.0% 散布 1000倍 収穫前日 5回
ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 北興化学工業 ﾏﾈｰｼﾞDF 30% 散布 2000倍 収穫前日 4回
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 三井化学ｱｸﾞﾛ ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 20.0% 散布 2000倍 収穫7日前 2回
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 三井化学ｱｸﾞﾛ ﾃｰｸ水和剤 2.4% 散布 600倍 収穫7日前 5回
ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙC水和剤 15.0% 散布 1000倍 収穫7日前 3回
ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 散布 2000倍 収穫前日 2回
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 日本曹達 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 70.0% 散布 1500倍 収穫前日 5回
ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 日本農薬 ﾋﾟﾗﾆｶEW 10.0% 散布 2000倍 収穫3日前 1回
ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ ｴﾌ･ｴﾑ･ｼｰ ﾃﾙｽﾀｰ水和剤 2.0% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 10.0% 散布 2000倍 収穫7日前 4回
ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 住友化学 ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 20.0% 散布 2000倍 収穫前日 5回
ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾚｰﾊﾞｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 23.3% 散布 2000倍 収穫前日 2回
ﾒﾀﾗｷｼﾙM ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾌｫﾘｵｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3.30% 散布 800倍 収穫7日前 3回
ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ 三井化学ｱｸﾞﾛ ｱﾌｪｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 散布 2000倍 収穫前日 3回
ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 住友化学 ﾌﾟﾚｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10% 散布 1000倍 収穫前日 2回

対象化合物 登録内容
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表 9. 果実を対象としたメロンの作物残留性調査リスト 

一般名 農薬会社 農薬名 濃度 使用
方法

希釈倍数
使用量

使用
時期

使用
回数

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ CBC ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 3.0% 散布 750倍 収穫前日 5回
ｱｾｷﾉｼﾙ ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 15.0% 散布 1000倍 収穫前日 1回
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩 日本曹達 ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤 40.0% 散布 1000倍 収穫前日 5回
ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 北興化学工業 ﾏﾈｰｼﾞDF 30% 散布 2000倍 収穫前日 4回
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 協友ｱｸﾞﾘ ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10.0% 散布 2000倍 収穫前日 2回
ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 石原産業 ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 9.4% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｽｺｱ顆粒水和剤 10.0% 散布 2000倍 収穫前日 3回
ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 大塚ｱｸﾞﾘ ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 散布 1000倍 収穫前日 2回
ｼﾓｷｻﾆﾙ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 散布 2500倍 収穫前日 3回
ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ ﾀﾞｳｹﾐｶﾙ ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 25.0% 散布 5000倍 収穫前日 2回
ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 日本農薬 ﾋﾟﾗﾆｶEW 10.0% 散布 2000倍 収穫3日前 1回
ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ ｴﾌ･ｴﾑ･ｼｰ ﾃﾙｽﾀｰ水和剤 2.0% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 22.5% 散布 2500倍 収穫前日 3回
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 住友化学 ﾛﾃﾞｨｰ乳剤 10.0% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ﾒﾀﾗｷｼﾙM ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾌｫﾘｵｺﾞｰﾙﾄﾞ 3.30% 散布 800倍 収穫3日前 3回
ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ ｸﾐｱｲ化学工業 ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ 40.0% 散布 2000倍 収穫前日 4回

ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ 日産化学工業 ﾗｲﾒｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 17.7% 散布 2000倍 収穫前日 4回
ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 大塚ｱｸﾞﾘ ｵﾘｵﾝ水和剤 40.0% 散布 1000倍 収穫前日 5回
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ ｴﾌ･ｴﾑ･ｼｰ ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤 50.0% 散布 1000倍 収穫前日 4回
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 三井化学ｱｸﾞﾛ ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 20.0% 散布 1000倍 収穫3日前 4回
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 44.2% 散布 2000倍 収穫前日 3回
ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 石原産業 ｱﾀﾌﾞﾛﾝ乳剤 5.0% 散布 2000倍 収穫14日前 3回
ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 日産化学工業 ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 散布 2000倍 収穫前日 1回
ｼﾊﾛﾄﾘﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｻｲﾊﾛﾝ乳剤 5.0% 散布 2500倍 収穫前日 1回
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 三井化学ｱｸﾞﾛ ﾃｰｸ水和剤 2.4% 散布 600倍 収穫7日前 5回
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ顆粒水和剤 30.0% 散布 2000倍 収穫前日 3回
ﾄﾘﾎﾘﾝ 住友商事 ｻﾌﾟﾛｰﾙ乳剤 18.0% 散布 2000倍 収穫前日 6回
ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾁｪｽ顆粒水和剤 50% 散布 4000倍 収穫3日前 4回
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 10.0% 散布 2000倍 収穫7日前 3回
ﾍﾞﾝﾁｱｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ｸﾐｱｲ化学工業 ﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞ顆粒水和剤 5.0% 散布 1000倍 収穫3日前 5回
フルベンジアミド 日本農薬 ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 20.0% 散布 2000倍 収穫前日 2回
レピメクチン 三井化学ｱｸﾞﾛ ｱﾆｷ乳剤 1.0% 散布 2000倍 収穫前日 4回

対象化合物 登録内容
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表 10. すいかとメロンの両方に同一施用条件で適用がある農薬製剤リスト 

コード 一般名 農薬会社 農薬名 濃度
希釈倍数
使用量

使用
時期

使用
回数

S28-2 DBEDC 米澤化学 ｻﾝﾖｰﾙ 20.0% 500倍 収穫前日 4回

S26-3 EPN 日産化学工業 EPN乳剤 45.0% 1000倍 収穫30日前 4回

(*) S24補助-2 ｱｾｷﾉｼﾙ ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ ｶﾈﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 15.0% 1000倍 収穫前日 1回

(*) S25補助-1 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｱﾐｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 2000倍 収穫前日 4回

S28-16 ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｱｸﾞﾘﾒｯｸ 1.80% 500倍 収穫前日 3回

* S25-1 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 大塚ｱｸﾞﾘ ｵﾘｵﾝ水和剤 40.0% 1000倍 収穫前日 5回

(*) S24補助-3 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ ｴﾌ･ｴﾑ･ｼｰ ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤 50.0% 1000倍 収穫前日 4回

* S25-2 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 北興化学工業 ﾏﾈｰｼﾞDF 30.0% 2000倍 収穫前日 4回

* S24-2 ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 協友ｱｸﾞﾘ ﾊﾞﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10.0% 2000倍 収穫前日 2回

S27-8 ｷｬﾌﾟﾀﾝ ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80 80.0% 400倍 収穫14日前 5回

* S24-3 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 44.2% 2000倍 収穫前日 3回

S26-10 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 住友化学 ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤 16.0% 2000倍 収穫前日 3回

S27-2 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 石原産業 ｱﾀﾌﾞﾛﾝ乳剤 5.0% 2000倍 収穫14日前 3回

* S24-5 ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 石原産業 ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 9.4% 1000倍 収穫前日 4回

* S24-6 ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 日産化学工業 ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 2000倍 収穫前日 1回

S27-4 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｻｲﾊﾛﾝ乳剤 5.0% 2500倍 収穫前日 1回

S27-5 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｽｺｱ顆粒水和剤 10.0% 2000倍 収穫前日 3回

* S24-7 ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 日本曹達 ﾊﾟﾝﾁｮTF顆粒水和剤 3.40% 1360倍 収穫前日 2回

S27-10 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ ﾃﾞﾐﾘﾝ水和剤 23.5% 1000倍 収穫7日前 3回

* S24-8 ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 大塚ｱｸﾞﾘ ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 1000倍 収穫前日 2回

S27-11 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 住友化学 ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ乳剤 6.0% 1000倍 収穫前日 5回

* S25-4 ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 三井化学ｱｸﾞﾛ ﾃｰｸ水和剤 2.4% 600倍 収穫7日前 5回

* S25-5 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙC水和剤 15.0% 1000倍 収穫7日前 3回

* S24-9 ｼﾓｷｻﾆﾙ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 2500倍 収穫前日 3回

* S24-10 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ ﾀﾞｳｹﾐｶﾙ ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 25.0% 5000倍 収穫前日 2回

S26-11 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 日本化薬 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ乳剤 40.0% 700倍 収穫14日前 4回

S28-15 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ顆粒水和剤 30.0% 2000倍 収穫前日 3回

(*) S24補助-4 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤 10.0% 2000倍 収穫前日 3回

* S25-8 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 日本農薬 ﾋﾟﾗﾆｶEW 10.0% 2000倍 収穫3日前 1回

S27-9 ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1.4% 2000倍 収穫前日 5回

S26-6 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 日本曹達 ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 30.0% 3000倍 収穫前日 5回

S26-13 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 住友化学 ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ水溶剤 10.0% 1000倍 収穫7日前 3回

S28-12 ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ 日産化学工業 ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 1000倍 収穫前日 1回

* S25-9 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ ｴﾌ･ｴﾑ･ｼｰ ﾃﾙｽﾀｰ水和剤 2.0% 1000倍 収穫前日 4回

S26-14 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 日産化学工業 ｻﾝﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 1000倍 収穫3日前 2回

* S25-15 ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 住友化学 ﾌﾟﾚｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10% 1000倍 収穫前日 2回

* S24-13 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 22.5% 2500倍 収穫前日 3回

(*) S25補助-2 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 日産化学工業 ﾙﾋﾞｹﾞﾝ水和剤 12.0% 10000倍 収穫3日前 4回

S27-13 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ 日本農薬 ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 5.0% 1000倍 収穫前日 3回

* S24-14 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 住友化学 ﾛﾃﾞｨｰ乳剤 10.0% 1000倍 収穫前日 4回

(*) S25補助-6 ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 日本農薬 ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞｴｰｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 1000倍 収穫前日 3回

S27-14 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 日本農薬 ﾏﾌﾞﾘｯｸ水和剤20 20.0% 2000倍 収穫3日前 2回

S28-13 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ 日本農薬 ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 20.0% 2000倍 収穫前日 2回

(*) S24補助-6 ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ 石原産業 ｳﾗﾗDF 10.0% 2000倍 収穫前日 2回

* S25-11 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 住友化学 ｱﾃﾞｨｵﾝ乳剤 20.0% 2000倍 収穫前日 5回

* S25-14 ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ 三井化学ｱｸﾞﾛ ｱﾌｪｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 2000倍 収穫前日 3回

* S24-15 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｶﾝﾀｽﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 50.0% 1000倍 収穫前日 3回

S28-5 ﾏﾗｿﾝ 住友化学 ﾏﾗｿﾝ乳剤 50.0% 1000倍 収穫前日 6回

S28-14 酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｵｻﾀﾞﾝ水和剤25 25.0% 1000倍 収穫7日前 2回

* 当該試験で調査した製剤（括弧内は加工調理事業で調査した製剤）

対象化合物 登録内容
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表 11. すいかとメロンの両方に適用があるが施用条件が異なる農薬製剤リスト 

コード 一般名 農薬会社 農薬名 濃度
希釈倍数
使用量

使用
時期

使用
回数

* S24-1 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ CBC ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 3.0% 1000倍 収穫前日 5回

* M24-1 750倍

S26-2 BPMC（ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ） 日本農薬 ﾊﾞｯｻ乳剤 50.0% 1500倍 収穫前日 3回

M26-7 4回

S26-5 PAP 日産化学工業 ｴﾙｻﾝ乳剤 50.0% 1000倍 収穫3日前 3回

M26-11 4回

S26-15 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩 日本曹達 ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤 40.0% 1000倍 収穫前日 4回

* M24-3 5回

S26-9 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 三井化学ｱｸﾞﾛ ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 20.0% 1000倍 収穫3日前 3回

* M25-4 4回

* S25-10 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 10.0% 2000倍 収穫7日前 4回

* M25-13 3回

S27-15 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ ﾀﾞｳｹﾐｶﾙ、 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 80.0% 400倍 収穫7日前 7回

M26-1 ｸﾐｱｲ化学工業 5回

S27-6 TPN SDS ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 40.0% 700倍 収穫3日前 5回

M27-3 ﾌｫﾘｵﾌﾞﾗﾎﾞ顆粒水和剤 65.0% 1000倍

S26-12 ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ ﾃﾃﾞｵﾝ乳剤 8.0% 500倍 収穫7日前 2回

M27-11 ﾃﾃﾞｵﾝ水和剤 18.0%
(*) S25補助-5 ルフェヌロン ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾏｯﾁ乳剤 5.0% 2000倍 収穫前日 2回

(*) M25補助-5 ｱﾌｧｰﾑｴｸｾﾗ顆粒水和剤 2.5% 1000倍

S26-8 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 日本曹達 ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 20.0% 2000倍 収穫3日前 3回

M26-12 8000倍

* S24-11 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾁｪｽ顆粒水和剤 50% 5000倍 収穫3日前 4回

* M25-12 4000倍

(*) S25補助-4 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20 20% 1000倍 収穫前日 3回

(*) M25補助-4 2000倍

S27-1 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩 日本曹達 ﾎﾟﾘﾍﾞﾘﾝ水和剤 5.0% 1000倍 収穫前日 4回

M26-15 1500倍 5回

(*) S25補助-3 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ ﾀﾞｳｹﾐｶﾙ ﾗﾘｰ水和剤 10.0% 4000倍 収穫前日 5回

(*) M25補助-3 6000倍 3回

S26-4 MEP 住友化学 ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 50.0% 700倍 収穫3日前 6回

M26-10 1000倍 収穫前日 5回

S28-3 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 住友化学 ｽﾐﾚｯｸｽ水和剤 50.0% 1000倍 収穫21日前 5回

M26-3 2000倍 収穫前日 3回

S28-1 ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ 北興化学工業 ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 5.7% 1000倍 収穫前日 5回

M28-1 収穫3日前

* S25-3 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 三井化学ｱｸﾞﾛ ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 20.0% 2000倍 収穫7日前 2回

(*) M24補助-2 収穫3日前

S28-4 ﾎｻﾛﾝ CBC ﾙﾋﾞﾄｯｸｽ乳剤 35.0% 1000倍 収穫3日前 2回

M28-10 収穫7日前

S28-11 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ複合体 科研製薬 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL水溶剤 50.0% 1000倍 収穫3日前 5回

M28-14 収穫前日

S28-8 ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ 三井化学ｱｸﾞﾛ ｺﾛﾏｲﾄ乳剤 1.0% 1000倍 収穫7日前 2回

M28-12 収穫前日

S28-10 ﾒﾀﾗｷｼﾙ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾘﾄﾞﾐﾙMZ水和剤 10.0% 1000倍 収穫7日前 3回

M28-13 収穫3日前

* S25-13 ﾒﾀﾗｷｼﾙM ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾌｫﾘｵｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3.3% 800倍 収穫7日前 3回

* M24-15 収穫3日前

S28-7 有機銅 ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ､ ﾄﾞｷﾘﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 35.0% 500倍 収穫前日 5回

M28-8 日本農薬 収穫10日前

(*) S24補助-1 DMTP 全農 ｽﾌﾟﾗｻｲﾄﾞ水和剤 36.0% 1000倍 収穫3日前 5回

M26-8 2回

S27-12 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｱﾌｧｰﾑ乳剤 1.0% 1000倍 収穫前日 3回

M27-14 2回

S27-7 ｷﾉｷｻﾘﾝ系 ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ ﾓﾚｽﾀﾝ水和剤 25.0% 2000倍 収穫3日前 5回

M27-4 10回

* S25-7 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 日本曹達 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 70.0% 1500倍 収穫前日 5回

M27-1 3回

S26-7 ﾍﾞﾉﾐﾙ 住友化学 ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 50.0% 2000倍 収穫前日 5回

M28-4 3回

すいかの登録内容を上段に示し，相異するメロンの施用条件を下段に表示

* 当該試験で調査した製剤（括弧内は加工調理事業で調査した製剤）

対象化合物 登録内容
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表 12. すいかのみ適用農薬製剤リスト（メロン適用無） 

コード 一般名 農薬会社 農薬名 濃度
希釈倍数
使用量

使用
時期

使用
回数

* S24-4 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 日本農薬 ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ 10.0% 2000倍 収穫前日 2回

S27-3 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 住友化学 ｽﾐﾌﾞﾚﾝﾄﾞ水和剤 12.5% 1500倍 収穫21日前 5回

S28-6 ｼﾞﾁｱﾉﾝ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾃﾞﾗﾝT水和剤 50.0% 700倍 収穫前日 5回

* S25-6 ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 30.0% 2000倍 収穫前日 2回

(*) S24補助-5 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 日本農薬 ﾊﾁﾊﾁ乳剤 15.0% 1000倍 収穫前日 2回

* S24-12 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ ｼｸﾞﾅﾑWDG 6.7% 1500倍 収穫前日 3回

S26-1 ﾌﾟﾛﾋﾟﾈﾌﾞ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤 70.0% 400倍 収穫前日 4回

S25-12 ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾚｰﾊﾞｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 23.3% 2000倍 収穫前日 2回

S28-9 ﾒｿﾐﾙ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ ﾗﾝﾈｰﾄ45DF 45.0% 1000倍 収穫前日 4回

* 当該試験で調査した製剤（括弧内は加工調理事業で調査した製剤）

対象化合物 登録内容

 

 

表 13. メロンのみ適用農薬製剤リスト（すいか適用無） 

コード 一般名 農薬会社 農薬名 濃度
希釈倍数
使用量

使用
時期

使用
回数

M26-5 1-ﾅﾌﾀﾚﾝ酢酸ﾅﾄﾘｳﾑ ｱｸﾞﾛｶﾈｼｮｳ ｱｰｸﾗﾝﾄﾞ液剤 0.20% 1000倍 収穫3日前 2回

* M25-1 ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ 日産化学工業 ﾗｲﾒｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 17.7% 2000倍 収穫前日 4回

M28-16 ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ｱﾄﾞﾏｲﾔｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 20.0% 2000倍 収穫3日前 3回

(*) M24補助-1 ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 日本化薬 ﾏﾄﾘｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ 5.0% 2000倍 収穫前日 3回

M26-6 ｼﾛﾏｼﾞﾝ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾄﾘｶﾞｰﾄﾞ液剤 8.7% 1000倍 収穫前日 3回

* M25-11 ﾄﾘﾎﾘﾝ 住友商事 ｻﾌﾟﾛｰﾙ乳剤 18.0% 2000倍 収穫前日 6回

M28-3 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｽﾙﾎﾝ酸銅 米澤化学 ﾖﾈﾎﾟﾝ水和剤 40.0% 500倍 収穫前日 4回

(*) M24補助-4 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 住友化学 ﾗﾉｰ乳剤 10.0% 1000倍 収穫前日 4回

M26-4 ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ 日本曹達 ﾆｯｿﾗﾝ水和剤 10.0% 2000倍 収穫3日前 2回

* M25-14 ﾍﾞﾝﾁｱｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ｸﾐｱｲ化学工業 ﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞ顆粒水和剤 5.0% 1000倍 収穫3日前 5回

M28-7 ﾎｾﾁﾙ ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ ｱﾘｴｯﾃｨ水和剤 80.0% 800倍 収穫前日 3回

* M24-16 ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ ｸﾐｱｲ化学工業 ﾌﾙﾋﾟｶﾌﾛｱﾌﾞﾙ 40.0% 2000倍 収穫前日 4回

* M25-16 ﾚﾋﾟﾒｸﾁﾝ 三井化学ｱｸﾞﾛ ｱﾆｷ乳剤 1.0% 2000倍 収穫前日 4回

* 当該試験で調査した製剤（括弧内は加工調理事業で調査した製剤）

対象化合物 登録内容

 


